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皆様 、あけましておめでとう

こざいます。

最近 とみに思 うことがあ りま

す。地球人、と言おうか 日本人

と言おうか 、まあ多かれ少 なか

れ共通 しているでし ょうが、こ

の惑星人の社会で生 きる ことは

生 やさしくないから地球 に住 ん

でいるのでし ょう。つまり何か

を学ぶ、何かを身につけるのが

日的のよ うな気 がするのです。

たとえどのようなところでも 、

生命が満ちています。いろんな

ことがあつても「何ち ゅうこと

ないJと 開き直って、人間本来

のゆうゆうたる、堂々たる、明

る く楽しぃフ ィー リングを保 つ

ことができればいいなと思 いま

す。

昨年は、いろんなことに心 ま

で巻きこまれていました。つま

らん事に真面 目に取 り組みすぎ

たようです 。今年は精 々「何ち

ゆうことあ りゃせん 」というお

おらかな気持ちで生活して いき

たいと思います 。

可弘原

籠瑯月例研究会 会場変更
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ニ
本年 1月 度のllL台支部月例研

は、都合により会場 のみ変

更いたしますのでご注意下 さい。

・… 11月 度 月 例 会
|・
・… ・

日時 :1月 22日 ・13時 ～16時半

会場 :仙 台市戦災復興記念館
1」 でさF庁 ラヽ圧ぼ2- 12- 1  []63- 6931

るほど、さらに自分自身を知れ

ば知 るほどそう思うのです。

私は元来がグー タラですマケ

モ ノですから、人間は苦学すべ

きでないという信念を持 ってい

ます。利己的になれ とぃう意味

ではあ りません。あえて苦しい

経験を求める必要はないと思 っ

ているのです。貧困や、肉体の

苦痛 に顔をゆがめなが ら生 きる

のが人間の本来ではないと思い

ます。

実際には 、今の今、悲惨 な戦

争が行 われ 、人間社会には憎悪

や嫉妬 、陥せぃが渦巻 いていま

す .そ うして、こんな偉 そうな

文章を書いている私も、自分で

すらぞっとする想念を持 つこと

があ ります。

それ ゆえ私にとっては この社

会 で生きることは生 やさしいこ

とではないのです。逆 に言えば

置いておくからねJ。  目に見 え

ない重圧が ドドーンときてしま

った。

あ一、どうしょぅ。もう言ぃ

訳も 地っからなくなってしまっ

た。支部報用原稿の締めtJり が

迫る度に 「何か書か /●
―い ?J。

|エー ツ? そんな急に言われ

ても書けない !J。  そのうち都

合の よいことに体の調子が悪 く

な ったのでどうにか切 り抜けて

きた。けれどまた この年の瀬に

(た いした用事もないが)「 ねえ、

書かない ?Jと さぃそくされて

しまった。 「ェ ッ? でも年賀

状書かないと……J。  そう言 い

ながら編 み物 などしてぃると気

が引けてきた。批難め いた視線

が強 くなつてきた。因った、困

つた。そばに制作者 がいるとい

つも責め られているみたいだ。

「何を書いていいか思 い浮かば

考 え て 前 よ りは 暇 に な つ た は ず

な の に 、 一日の た つ の は す こ く

早 く感 じ られ て し ま う .忙 し い

ほ う が 時 間 を 上手 に 使 っ て ぃ た

よ う な気 が す る 。

こ の 8カ 月 間 に 「 あ め 暇 だ !

i基 屈 だ !|と ぃ う想 念 が 浮 か ん

で き た こ と が ぁ っ た 。 その と き

私 の F‐ 識 は 「 何 て 怠 け 者 で し ょ

う 。す る こ と は 無 限 に あ る の よ 。

暇 だ の 退 屈 だ の と い う 考 え な ど

起 き る す き ま も あ る は ず が な い

の に Jと 送 っ て くれ て ハ ッと し

た 。 日常 生 活 に は た く さん の こ

と が 転 が っ て ぃ る 。 そ れ を 拾 う

か 、気 が つ か ず に そ の ま まi重 り

過 ぎ て し ま うか は 本 人 の 選 択 の

自 由 だ ろ う 。 け れ ど 少 し で も 気

が つ い た ほ ぅが 楽 し く有 意 義 な

も の と な る と 思 う 。

と り あ え ず 共 同 生 活 者 と テ レ

パ シ ー 績 習 を は じ め て み た 。 相

棒 が 仕 事 の と き 時 間 を 決 め て 2

回 送 受 信 す る の だ が 、 5カ 月 ほ

ど 続 け て い て 全 然 当 た ら な い 。

地事 に 外 れ て ば か りで 、 い つ に

な っ た ら 当 た る の や ら っ

と に か く こ れ で や っ と 8カ 月

FElの 重 圧 か ら ilLれ ら れ そ う 。 し

ば ら くの 間 は 大 い ば り で 支 部 報

を 読 め そ うだ し 、意 見も 批 判 も

で き る 。 よ か っ た 。

ない。それに私

が書 くとこの支

部報 、家内工業

みたいだよ |

仙台の会員に

な ってから 8カ

月もた ってしま

つた。それにし

ても この 8カ 月

間は、時間的に
ス ト :『

帳市安藤博子



日本GAPィ山台支部報 第 15号 1984年 1月 1日発行

』回出会いの中で確≪ 趾楼
みんな

同じ輝き
私は小学校に勤務する前は正

直言 って「 1年生 なんてい うの

は全 くの子供の子供で 、こちら

が手 と り足 と り教え込 まねばな

らず、非常に面倒で、つまらな

いだろうなあ。できれば 5。 6

年生がいいなあ Jと思 つていま

した。

しかし実際に 1年間を 1年生

の子供 たちと過 ごしてみて「彼

らと自分とは何の変わ りも ない

なあJと つくづく思わ され まし

た。ケンカも口論も対等にや り

ますし、給食の時間には、おか

わ りの競争相手 としてよきライ

バルとな ります。こちらが彼 ら

のレベルに同調するために差を

感 じな くなる、というのが本当

のところでし ょうが、でも結局

は「同じだ」と言ってもよいと

思います。

ここで考 えていただきたいの

は 、大人も子供 もみんな永遠の

生命の中で生 き続けているので

あ り、私にしてもたまたま教師

と子供 という関係で出会 つたに

すぎないということです 。だか

ら大人だか らとか、先生 だか ら

といって何もいばることは でき

ません。むしろ私にとって、子

供たちはかけがえのない先生 な

のです 。

ある子は透 きとおってまぶ し

いほどの純粋さをそっと教 えて

くれ ますし、ある子は底抜けの

陽気 さを示 して くれ ました。別

のある子は洞察力のあるきらめ

く言葉を ぼつ りとこぼします 。

よきにつけ悪 しきにつけ、多

くの意味で彼 らは私に とっての

教師です 。だからこそ私たちは

生 きているのであ り、めぐ り合

つたのだと言えるでし ょう。

しかしそのような考 えを保 つ

ためには、結果に左右されない

ほどのオープンマイン ドを持つ

こ と が 大 切 で す 。 そ の 上 で こ ち

らか ら 心 を 大 き く 開 い て み せ れ

ば 必 ず 彼 らも そ れ に 応 えて くれ

ます 。 な ぜ な ら ば 、 心 を 開 い て

友 だ ち に な り 、 で きれ ば 一 体 化

し た い と い う宇 宙 的 な 強 い 衝 動

は 、大 人 と か 子 供 とか に 関 係 な

く 、 だ れ の 胸 の 中 に も 存 在 す る

も の だ と 思 う か ら で す 。

恐
鍵疑 ぃ

ところで私たち大人が子供た

ちと接す るときに気をつけなけ

ればならないことがも うひとつ

あ ります。それは し`つけ、と

称して大人の考え方をム リに押

しつけることによって子供を恐

怖 に陥れてはならないというこ

とです。

そういう私も、すぐに怒鳴 っ

た り罰を課 した り無視 してしま

った りという破壊的な手段を行

使 して、無理に自分の考えに従

わせようとすることがし ょっち

ゅうです。いけない ことだとは

思 いつつ、ついやってしまいま

す 。本 当に私は忍耐力 があ りま

せんね 。

そうは言 つても この地球 上で

生きている限 り、ある程度 の厳

皆様お元気におす ごしの事 と い機会 ではないかと存 じます 。

お察 し申し上げ ます =今年も宇 この大会を皆様 と楽 しい催 しに

宙への輪を広げ 、よ りよい明 日 致したいと存じます。社の都イ山

を築 きまし ょう。

編 集 後 記

0ヽま た 1年が 過 き た , 1年 つ て  て い る だ け 。 そ の 銀 河 系 は 宇 宙

何 だ ろ う ? 地 Jが 太 陽 の ま わ  の 中 で ち ょっ と輝 いて み た に す

りを ]周す る こ と 。 し か し 太 陽  き な い ,そ の 中 で 生 き て い る 。

は 銀 河 系 の 一 部 に 短 い弧 を 描 い 宇 宙 は 広 い の か も し れ な い 。い)

ないとも思います。みんなの邪

魔 をして、勉強の妨害をしよう

とす る子にたいしては 、やは り

ムチを向けて しまい ます。子供

には、ち ょっと甘 やかせばすぐ

にズに乗 って大人をバ カにして

くるという邪悪 な面があるのも

事実ですから…… .

しか しやは り根本的には子供

たちは大人を頼 っています 。恐

怖 や心配のなかにいるよりは 、

安心 して落ちつけるところにい

たレヽのです。そうした環境のな

かで こそ子供 たちは本来のパ ワ

ーを発揮 し、生命の法貝Uに 向け

て旅立 って行 くことができるの

だと確信しています。

ところが心配だ った り寂 しか

った りした子は、それを補 うた

めにうんと甘えてきた り、中学

生 に至 ってはそれがゆがめられ

て非行 という形で 、それぞれ心

の結 びつきを求 めてきます。

本当はどの子も 、自分の内部

にある魂を求めているのです 。

そして苦労しながらそれぞれ の

道を旅 し続 けているのです。そ

れにたいして私 たち大人ができ

る こと一― しなければならない

ことは、彼 らをやさしく見守 り、

あるいは導 いてやる ことではな

いでし ょうか。  (つ づ く)

単
`(lヒ

せJ猟上]Å[ξ J聡り:7]」を
書 こうと思 う。今年は実に忙しかった。ああ、この文章が皆さん

に届 くころは新年 となつているはずなので 、昨年は一― というの

が正しい。 一― いちいち説明するところなど 、まるでのんび りし

た文章ではないか/昨年の草原にも気 狂 いじみた忙 しさの中で書

いたのがあつた,あ の ころとは忙しさの質が違 うが、やは り忙 し

い。仕事に加え個人的な事情も原因とな つて いる。うちの奥さん

に言わせれば、私 くらいの忙 しさは普通 なのだそうだ。子供 が出

来るまでは務めていたのでよく分かるのだろう。すると私は普通

ナマケモ ノに逢いない/春、のどかなる 日に、ゆるやかな川の流

忙 しさを 、かな り忙 しいと感じていることになる。要す るに 、

に 舟 を 浮 か べ 、 プ ー カ リプ カ リ と昼 寝 し た ら 、 さ ぞ か し気 分 が

きられるJと 言った。私はそ うは思わない。自慢にはならぬが

私は 5回 の入院経験がある。入院生活はまさに食 っち■寝 、食 っ

ち や寝の生活である。確かに私は退屁した。しかし、経験か らす

ると人間退屈すると必ず知 的欲求が起こ り、活動への欲求が起き

中 か ら生 ま れ る よ う な気 がす る 。

いヽだろ うと思 う。夏 、涼 やかな高原の木 陰で、好きな

『

坊 つち

ゃん』でも読んでうたた寝できたら気 持ち いいだろう。秋冬 まで

書きたいところだが、あまりのナマケ心に恥ずかしくなつてきた

でやめにする/ず っと以前に、金星人の生活ぶ りは こうだ、と

る友 人に話 したことがある。友人は「そんなに完成された生活

では退屈する。不完全 な部分や、争いがあるから人間は刺激的 に

しさ ,強

い)仙師佐藤喜代子

台の青葉通 りや 定禅寺 (じ ょう

さて、今年も 6月に仙合にお ぜんじ)通 りのケヤキ並木 も 6

きまして、仙台・山形支部の年 月 ごろは新緑を迎 えさわやかに

に一度の催 しが開催 され ます。 皆様を お待ち致 してお ります 。

これは常 日ごろの実践を通して ぜひ皆様 お誘 い合わせの上御来

せ つか く芽生えた宇宙の意識へ lL下さい ます よう御安内申し上

の信念を確 かめる事の出来る良 げます 。

第 5回 日本GAP仙 台・ 山形合 同支部大会は 6月 24日 (日 )13時 ～
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